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　　観測’部　月報
M’onthly　Report，　Gbserving　Section，　O．　A．A．

　　　　　　　　　＊

東亜天文協會

☆遊星鼻紙　PLANETS．　　　　　諜長伊蓬英太部（E．　D・te，　President）

　久し振りに御目見得する．点りにも振はなかった本年度だつた．1941年度の

火星を逡っての一休みにしては，振りにも永すぎた．尤も，斯く記す筆者が課

長の篁責を少しも果してみない事を．先づ御詫びしなければならなV・が……．

宮崎市の薦田一吉氏から木星と土星の見取り圖を少数，銚子市の瀧田正俊氏か

ら金星の偏窟（15糎反射鏡に依るもの）を受領したのみである事は，如何にも振

はなさす酋る．火星の襯測は面白いに違ひ・ないが，然し，木星にせよ，金星に

せよ，連嘉して観測すれば，無趣味な星では決して無い．木星表面等，火星の

固定的模檬に比較すμば、寧ろ攣化萬態其の興趣は火星に比し勝るとも劣ら

ぬ面白さがある筈である．要は長期画面であり，蓮績観測で翻る、太陽黒蜜の

密封藪法の彊味は，小口径機にても，長期に渉るもの程債値が多V、が，遊星面

・とて同理である．大口径での1～2枚の見事なスケッチは，成る程美しく，素晴

らしいたは遽ぴなV・が，それ漉けゼは償値は零に等しV～10糎や15豪球の比較的

小さい器械にても，出痴る丈け多くの見取り圖，しかも，それを永年績ける事

に依って初めて償値づけられるのである．融國の例を塁げる事は心苦しいが，

かの英の故スタンリ・ヰリアムズの長年月に振る木星の長期記録は，素人とし

ての最高水準を示すものとして，推賞されてみるが，僅に16糎の反射鏡に依っ

て途行されたものである．時は練ゆる物資の不足を告げる戦時である．苦心し

て入手された望遙鏡は，必ず活用して頂き庇い．本邦の素人の有つ15糎級の反

射鏡は相當の歎に上る筈であるが，その伺％が活用されてるるか？　全く慨激

にたへなV・．何か一つ目標を決めれば，15糎でも，10糎でも，否5糎ですらも

必ず仕事は行はれる筈．諸賢の奮起を一ってやまない．火星が2年2ケ月を経

て，近付いて來た．詳しい物理表は四病の會長の記事を熟讃されたい．同記事

に依って判る如く，今年末の火星封衝の高度は，ヒヤデス星群の梢北寄りで，

黄道が殆んど最も北に寄った位置に近V・ため，北牛：球の観測者に取っては，親

旧の鮎から言って好都合と云へる．又，火星表面は，久し振りに（6年振り）

北牛球を地球へ向け一る事になり，例の網状運河の交叉する沙漠地帯が夜分に：見

ちれる繹で，火星槻測者も，今回の封衝は，心機一韓して，新しい氣持で火星
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ
を見直すべきである．只，覗直径が最大17．6に過ぎなV・から，前々回や前回の

tses衝に比較すると，小口径での鶴測が，二二困難になるウラミがある、が1し

かし，15忘霜を以てすれば出して不足ではなV・のだから，大いに頑張って頂き

度い．最：も大切な事は‘‘乱心に恥ぢない正々堂々たる記録”たるべき事を，　堅く

御願ひしておきたい．協同乱心要旨を下記しておきます．

　（1）期間は昭和18年10月1日より同19年1月末日歯．但し，期間外の

記録も大いに心象する．（2月初めに纒めて船倉の：事）

　（2）．用紙は本四制定の物，叉はハガキ型の書用紙に，樫6糎の圓を書き，

とれにスケッチするも可．但し，観測月日，時刻，覗相，天候及麹測器械種類

ロ痙，倍率等を併記の事．

　（3）スケッチは統一隼とす．色彩スケッチは原則として受理せす．（但し色

彩スケッチに練達せる特殊観測者は例外とす）．

　（4）覗相尺度は原則として，ピケワングの標準尺度を使用の事．但し，便

宜上，各自撰定の尺度を使用するを妨げざるも，其場合は，必ず，尺度の詳細

を報告の事．

　（5）時刻（二度決定時刻）は分位まで正しV・時刻を記録するを要す．これが

ため毎日！9時及2工時（曉天観測の場合は5時）のうヂオ報時に時計面を比較

して歯く：事が望ましVb．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上）

★彗星課・COMETS．’

　本営急報第599言及び國際同輩回報第943號（四月1日附）によれば，去る

三月29日白國ユクル天文毫のアvンドArend氏は下の如き一新彗星を稜臥し

た：

　　　1943年（世界時）　赤経（1943．0）　　赤　緯　　　毎日の蓮田　　：光度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　　三月29月0時…7．7　　　12h39m53．4　　　　十47048t工5”　　　　：一　2m34s－40f　　　l3〃n

■の星の褒見事清については同盟回報944號（四月6日附）に詳報があった（本

誌前々馬堀277頁参照）のみで，その後，リゴ1，デルポ1ト爾氏が爲眞槻測に

成功しなかった由を傳へたが，果然，近着の同盟回報950號（五月27日面）に

は，”スヰス國チウリヒ天文嘉のブルンナ．ハが碗氏が此の星は新彗星でなく，

全くホ’イプル・フェトケ星の一片であるといふ意見を護表した，　（本會急報第

617號参照）ホイプル星は，三月29日0時（世界時）には

　　　赤経　12h41m16．813赤緯　＋48e3’36！’2　（分黙193．0）

　　　フ賜力・ら　1．543　　　士也球力・ら　O．706軍｛立

にあったのであって，アレン・ド氏も，“此の星は三月28日5にはホィプル・フ蛭

ケ星と殆んど同じ位置に在った筈だ”と報告してみるが，ブルンナ氏は，これ
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畢寛このアレンド星が太陽の輻射歴により，28日5にホ・fプル星から分離した

・一一・XBである油紙だとし，尚，チウリヒで三月29日877に撮影した面前によれ

ば，ホイプル星の頭部から1？5ばかり離れた所に，直as　O？3の星霧駄の尾らし

V・一部があって，之れは同星の尾からO”・1・だけ離れてみる．又；三月31日001

に同所で撮った爲眞によれば，之の同じ一部分がホイプル星の頭部から2？，7も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ離れて居り，從って此の雨天艦の亡霊的蓮動は毎日1〔，1つつとなり，逆算する

と，三月28日5庭は，痴れが重復してみた筈であること明らかである，

　三月27日8には地球上に於いても極光が現はれたが，翻れは勿論太陽から

嘉した電子流のために起つたものであると同時に，アレノンド星も亦これによっ

てホiプル星から放出されたでφろう。上記の極光はユ1ゴスラヴ國のザクレ

ブ（アダラム）－市のSt．　Mohorovicic氏から公表されたものであるが，かうし

て太陽からの電子流が地球に到着した時刻と彗星の頭部に到着した時刻との差

から計算して見ると，電子流が一天文冠位だけの距離を飛行するのに約30時間

を費すこととなり，從って，太陽面に大面嚢が起って，電子流が八方に飛び出

したのは，三月26、日5（世界時…）となる． ちやうど此の前日，帥ち三月25日

に，大きい黒黒占群が太陽の中央子午線を通過したのは，注意すべきことである

一せいふ．この事件によって，彗星の研究にも太陽黒目との騨が重要働

ることが知れたのは，心術上に大切なことである．（Y・）

☆太陽課SUN．　八月と九月の黒黒罐胴の假報告を藪に掲げる．先月來非

常に勉奏してゐられた保積氏が八月中には途に31ケ日無欠測の血豆を得られた

のは喜ばしい．坂上，藤吉爾氏が各2ケ所で観測された．そのうち藤吉氏は器

械も2種類用ゐられたので，．：取砂扱ぴを全く別にし，久留米の準均だけを採：つ

た．大阪明星商業は14ケHの襯測を邊って來てるるが，観測が6人に三島され

てるて，個入差の計算が不可能なので，こ玉に載せないことにした．今までに

幾度も注意した通り，黒黒占観測は，同じ人が，同じ器械と，同じ方法で永く虫

けて貰はないξ，個人差が種々になρて・整理が面心こなり・從って・側勘ミ．

少ない．恵山所驕の襯測班などでは，教師たる者が，よく此の事を生徒に教へ

て貰はないと，學術指導といふことが，無意義になる．秋澤氏が八月に倍率を：

宿直した．これは，同氏ぷ器械を槍画した結果，今までの倍率が間違ってみた

めであることが知れたのだ．他の人にも同様な誤りがあるだらう．因みに，チ

ウリヒ天丈蔓の襯測者が過去84ケ年にわたり，口径76糎，倍率64倍の屈折機で

直接眼祓観測を今も溶けて居ることを記憶されたい．この八九十年の闇に，天

喜器械の進歩護達は甚だしいものであることは言ふまでもない．しかし，個人

差（k山鳥）の攣はることを恐れて，器械や方法は攣へないのである．これで

こそ前後幾十年にわたる黒黙親測を，一貫レたものとして，整理することが出
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太陽黒土観測の假三管（昭和18年八月）Sun－spot　Re重ative　Nos．，　August．1943．
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太陽黒舞浜腿1の晶晶皆（昭和18年九月）Sun・spot　Relative　Nos．，　September，1943．

二峰　　利源美成高　七太　　　耕大
郎雄博夫一知言明潤二郎陽　務　作作当
SA　MNHM　NoGHYTKb　TITuKkHzAA　Su　KUDMAi
　　　　　　　　　　　　　｛　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 ハ　 　　 　　 　　 　　 　　 　

高嘔松大大姫中名名青東成雇鹿大東大
知岡江阪阪路里古古木京京岡亮阪京阪市市市市市市村屋屋毛茸都市島市都市）　　）　　）　　）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

　il槻
…測

屠
Obs

（
観
測
地
）

32 32 60 105　38　36　75　32　32　102　75　55　42　42　32　45　70

44 45 32 75　65　60　60　50　50　75　60　50　64　64　60　40　’64

裡
m

口
m
倍牽
　×

P　D　D　PDDDDDDDPPPDDP23　M　oo　oM　o　lrvl－o　oM　0
11　M　O　O・　OM　OOO　O．M　0

11　D　MMOOOOOOOO22　（O）　O　O一　OMCRiCOOC
O　cO＞　OOO・M　OCCOOC
O　17　R　19　M’O　19　19　026　19　16　15
16　M　R　19　M　16　21　C　37　C　27　17　R
16　R　R　19　21　23　29　31　25　24　33　22　R
24　R　19　MM　16　21　21　26　C　19　CC

OM　OOMC
・OM　Ooooooo
M　17　16
32　17　M
32　17　22
32　C　18

方法

ご
C
畷
C
M
…
。
。
葺
C
R
…
C
c
，
港

M
1
3
M
M
M
で
C
1
7
1
4
1
4
で
⑪
0
0
0

32

q
O
O
O
．
…
0
0
0
C
O
…
8
0
0
M

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
⑪
O

C
1
4
0
C
C
M
O
C
R
R
…
1
3
G

断
面
鎚
認
紹
悪
闘
閥

3
2
1
　
　
…
　
1
1
1
…
1
1

C
2
8
C
C
O
…
C
C
C
C
C
…
R
C
O
O
C

’25

P9

O
R
旦
M
O
R
2
3
R
…
R
O
M
O
R
…

拓
1
5
0
C
O
℃
O
C
C
C
万
0
幽
0
0

巌
R
M
。
。
℃
M
M
R
R
藷
。
。
C
．

R
B
。
M
α
…
。
。
建
R
一
。
⑪
。
。
。
．

M
2
6
0
C
O
…
O
M
1
7
C
C
…
1
3
M
C
M
C

15

l
O
C
O
…
0
0
C
R
R
…
1
4
1
5
0
0
C

R
R
O
O
R
…
0
0
1
2
R
廷
R
O
O
O
R

R
2
5
M
⑳
R
…
M
O
1
5
R
3
…
1
4
1
4
0
0
⑪

14

b
2
3
1
1
漁
M
M
C
R
R
…
1
1
0
1
2
1
1
0

1
2
3
4
5
…
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
11
12
13
14
15

16
17
18
19
20

21
22
23
24
25

O
C
C
2
2

　
　
　
1
1

0
R
1
1
C
2
2

M
C
R
M
2
3

1
2
2
∩
5
2

1
望
⊥
2
2
ワ
臼

O
C
1
2
C
M

O
O
3
C
2

　
　
1
　
　
　
1

C
R
C
1
2
C

M
C
2
5
M
M

O
C
2
2
2
2
2
2

M
R
R
1
2
1
2

C
1
1
C
1
1
1
2

0
M
C
M
蝦

M
M
M
1
2
．
1
2

C
1
2
C
1
2
1
2

0
i
⊥
3
2
2

　
1
1
1
■
⊥

C
1
2
7
4

　
唱
⊥
て
1
1
1

6
7
8
9
0

2
2
2
2
3

796
22　16　15

　　　8

16

均　　　　12
］an

12 9 6 76510　712　810　8
23 12 13 19　12　24　14　21　16　11　29　19

．
還
日
D

Lean1

1数
ays



336 観測部月報 天界268

來，從って，太陽自艦の憂化を検出することが出訴るのである．（観測者が死

したり，退職したりして，交代するのだけは，不可抗力で，致し方が無い）器

械や方法や人が頻繁に攣るのでは，相封藪の言動の中から太陽黒瓢のみによる

攣化を見つけるのに面倒が多い．

　太陽黒輸鞄球の諸現象に與へる影響は愈々疑ひ無V・．叉，今Eの如き職蒔

に，黒貼の攣動を監画することは，勝利のため忙も必要である．從って，本課．

では，今後，課員中の特に優秀な槻測者から酒糟の維緯度の擬測を毎日受理し

て，刻々の攣動を研究し，適當な方法で00に報告したいと思ってみる．それ

で，課員諸底のうち，赤道儀を用みて，黒鮎の経緯度の測定をやる入，又は経

緯度圖上に毎日の黒酒の見取り圃を書き得る入は進んで田上天文蔓に申し串て

貰ひたい．其の人々には，無代で，維緯度線圖を幾枚でも進呈する．樹，詳し

いことは，個人的に読明する。この案は，本田画歴が瀬戸の擬測所に勤めてゐ

られる間は，實評してみたのであったが，同氏の慮召後は途絶えてみるのであ

る。（山本）

　伊達英太郎氏が，先年のスコフィルド氏や中村二三と同様，この八月からヒ

ルが製の分光器で紅焔を毎日二二してゐられる．別堀（次號に揚載の豫定．何

れ此の課報にも出ること．があらうと思ふ．）

　黒黒占の新霊が現はれたことは木鼠疋田二三の報告として天界265號や急報

609號にも載せたが，近着の1．A．U．回報によれば，ドイツではポツダムのク

リユベル博士が1B早く，五月16日に同じ新黒黙を確認した由．

☆黄道光螺ZODIACAL　LIGHTS．　大阪の西尾利夫氏が富士登山中に，八

月9臼の曉芙に見たとレ・ふ黄道光課の報告が邊られて來た．二般に夏は黄道光

を見る人が少ない二しかし秋から冬にかけては襯測もやり易くなるから，）大に

奮溢して貰ひたい．尤も今秋は金星が皇天に於いて黄道光を多少妨げるだろう

が．

☆流星諜　．METEORS（141）課長4旗孝二耶（κ。伽K・nzaki，　P・e・id・nt）

　十一月の流星群中活動の構想されるものは：（November　meteors：）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一層
活動期間睡畑輻射黙「随の星備 考・

十月下旬～十一月上旬

十…日上旬～中旬

　中　　　　旬

　20日～　23日

16日～十二月8日

17@EI±　i

a：＝430　a＝＝十220

　58　＋9
　150　＋22

　63　＋22
　155　’＋39
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上記の中，獅子γ群のものが最も著名のものであるが，昨年の襯渕から見て
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も，極大時の毎時間干均流星藪も恐らく10個に瀬たぬ程度のものであらう．今

年は月の妨害が著しいので，二二條件は頗る悪い．

　一一方，十一月のほとんど！月を通して見られる羊と牛より放射する流星群

は，或はエンケ彗星に關興するものがあり，一面恒星界に起原を有するものが

あって，問題を残してみる流星群であるから，その1観測はおろそかに出來な

い、出來得るならば，連績的に：即夜に亘ってg）観測がのぞましい．，．特に十一月

はこれ等の流星群中に多くの火球を含むことが豫想されるので注意が肝要であ

る．

　　　　　　　×　・　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

前回報告後，本日までに到着した報告は下の通りである．Observations，　July

and　August，　1943，　reported　：
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木
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木
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棋

海
青
梶
湯
鈴
川
小

七コ

入月

八E
八月

七月

七月，八月

七月，八月

以上の外，工藤晶三（東京），猪俣康家（大阪），西尾利夫（大阪）の三二から火球

の報告を得た．禽，東京方面の観測は幹事齋藤馨児氏の下で整理中である．

　上記の凱陣は水瓶δ群，ペルセウス群，駅者群を目的としたものが大部分で

あるが，詳細なる結果は報告が出揃って後獲表する．

　　　　　　　　×　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x　　　　　　　x

　さて，今回は，本年上野望（一月～六月）の綜合結果を獲表する．槻測者12

名，観測回撒21回，流星歎253個といふ歎字はあまり多いとは云へなhが，四

分儀群や五月の：水瓶座の流星群の如きはよく齪測された：方である．

　流星醒の出現櫃況　Swarms　observed　during　first　half　of　1943．

　イ．四分儀流星群　Quadtantids．

　極大は例年の通b4日曉に起つた．一時間の雫均流星歎は吉井氏の結、果から

は30以上となって居り，手井氏の襯測からも其の顯男振りが推察される．吉井

氏が見られた同群の流星30個を光度別にすると，　Max玉mum　was　on　January

4　accorcling　to　Ys，　Nvho　counts：

光度M・剖一・一・　・　ユ　2　3　・　56
㎞凱豊＿二L＿ししτほ」＿詔・い・｛・．・一’

となって，手均光度2，4等，大光度のものも敢て多かったとは云へないが，雫
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井氏の見られた流星がすべ七1～2等以上であり，北村氏のものに，一4等のも

．¢）4個がある職（これには，光度の見積が禰大であったかも知れないが）から

も，本年は同群の眞の極大に逢着したものと云へる二脚ち，三一の観測時に於

ける地球の黄経は102．。5～102．。6に當lp，示細田清氏やGuth氏の推定極大時と

よく一致してみる．（天界235號一昭和16年一月號一6頁参照）The　display　was

re　．lly　splendid，　brighter　members　being　frequent　as　seen　by　several　persons．

　凋．フ｝（瓶1η流星i群．ηAquarids・

　この流星群は，肝腎の極大日だる五月3～5日が悪天候のため，極大決定の

資料を得られなかった．然し，7日朝に於ける小愼の一時間品詞歎7．5個（修疋

して10．7）から見て，本年の出現も決して少V・ものでなかった事が想像される．

この出現頻度は翌8日にも引つづき，一一i時間8．0（修正して11．4）を得てみる黒占は

注意すべきであ’らう．9日以後はすっと減少した模様である．　Days　supposed

maxima　were　cloudy；　but　Ko’s　observations　on　May　7　＆　8　suggest　splendid’

displays　of　the　present　epoch．

　猫，小島が水瓶群の前駆を見るため観測したる四月30日早食に於て，．目的の

水瓶群がなく，却て，鷲座ζ附近（α一287。，δ＝＋15．。5）に輻射黙を有する5個

の流星を槻着した．これは，五月3日朝の海老原氏の観測中にも3個照り含ま

れてみて，其の出現が確かめられた．2日朝の岡，松本曲馬の親測中には4個

の同一流星があったが，これは基線の短V、鮎から實樫路の算定は不可能であ

る．これが爲には基線（南観測者の距離）カミ少くとも50粁以上を要することを述

べて置きたい．　Ko　observedζAquilids　on　April　30；EH，　OK＆MH　also　saw．

this　group　on　May　2　＆　3．

　当期聞中に得られた輻射黙は後日拐載ゐ豫定である．（1943－7－25）
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襯灘さ嵐たる大流星（Bright　Meteors　observed　Jan．一June，エ943）
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